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本稿は HeinzParagenings und Hermann Simon, Zurn Zusammenhang von 
Produktivkraftentwicklung und relativem Mehrwert im Monopolkapitalismus, 
in: Wissenschaftliche Zeitschrift Hochschvle f.加 OkonomieBerl切， 32. Jg., 
1987, Heft 2の全訳である。筆者たちは DDR・ベルリン経済大学・マルクス・レー
ニン主義理論部門に属す新進の経済学者である。本稿は独占利潤の本質について，独
占資本主義における生産力発展との関連において論究しているものである。独占利潤
•独占価格の形成・源泉をめぐって，本稿で述べられているように論争がある。本稿
で筆者たちは，独占利潤が独占休そのものにおいて生み出されるという立場から，生
産物価値が，社会的に低位の生産条件をもつ資本の生産物によって規定されると主張
している。なお本稿に関連した DDRの最近の文献としては， HeinzParagenings 
und Hermann Simon, Mehrwert und Profit -Grundlagen des Monpolprofits, 
in : Forschungsinformation der Hochschule fur Okonomie Berl切， 1987Heft 
39; Ausgabe A; Helmut Zschocke, Monopolpreis und heutige Anforderungen an 
die Akkumulation, IPW-Forschungshefte, 1987, Heft 3などがある。
世界的規模における社会主義と帝国主義との間の体制対決の決定的分野を
なすのは，疑いもなく経済である，すなわち，全社会経済的過程の総体であ
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る。個々の国家における差異をさしあたり考慮外におくならば，社会主義と
資本主義とは，原則的には等しい生産力の社会化水準にあることを出発点と
しなくてはならない。問題は，社会主義の利点を利用して，社会主義の資本
主義に対する経済的優越性を確保するように，生産力をテンポ，規模，構造
において発展させることである。それ故生産力の発展，科学技術の進歩は，
全体としてかつ傾向としてみた場合には，経済的効果の向上として結実する
場合にのみ，意義をもつのである。経済的効率は，社会主義の本質に特有な
社会的効果の強化に対する不可欠な基礎をなす。「われわれが主として取り
組んでいることは，経済政策と社会政策との統一である。われわれはこのコ
ースを歩みつづけようとしている。その場合われわれは，テンボを規定する
特別な経済分野に注意を注ぐ。とくに，これまで以上に科学を生産に結びつ
け，生産を科学に結ぴつけることが重要である。このことは，とくに先端技
(1) 
術の習得にあてはまることである」。
生産力の加速的な集約的な拡大再生産の経済的側面は，社会的規模におい
て費消と成果の関係をよりよく発展させるところにある。しかしながら，経
済学的文献の中には，生産力発展のこの中心的問題をマルクス主義の労働価
(2) 
値説から切り離す傾向のみられるものがある。しかも，労働価値説を確かに
(1) 「ドイツ社会主義統一党第11回大会における中央委員会報告」報告者，書記長
E・ホネッカー ， 26ペー ジ。 (Berichtdes ZK der SED an den XI. Parteitag, 
Berichterstatter: Gen. E. Honeker, Berlin 1986, S. 26.) 
(2) 関係する文献を代表的にあげると， G. シュペーア「硯在の生産力発展から独
占と競争の弁証法に生ずる帰結」 rライプチヒ技術大学論集」 1985年第9号， 39
ペー ジ以下。 (Speer,G., Konsequenzen aktueller Produktivkraftentwicklung 
fir die Dialektik von Monopol und Konkurrenz. In: Wissenschaftliche 
Berichte der Technischen Hochschule Leipzig, Heft 9/1985, S. 39ff.) A. 
ディンキン「資本主義諸国における科学技術進歩の経済的諸問題」 「ソヴィエト
科学」社会科学特集， 1986年第1号，30ペー ジ以下。 (Dynkin,A., Okonomische 
Probleme des wissenschaftlich-techrtischen Fortschritts in den kapitalisti-
schen Liindern. In : Sowjetwissenschaft, Gesellschaftswissenschaftliche 
Beitriige, Nr. 1/1986, S. 30ff.）生産力発展の具体的分析は確かに重要ではあ
るが，．しかしそれは，政治経済学にとっては，資本としての生産力の，価値と剰
余価値に関連した運動形態を究明する基礎をなしうるものにすぎない。
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考慮してはいるが，しかしそれを『資本論』第1巻と第3巻との統一という
形で把握するのではなく，第1巻のみに還元し，前世紀の生産力水準からさ
(3) 
えも遊離して考察する傾向が，いっそう顕著にみられる。これによって価値
諸範疇が，商品生産の枠組において不変で，生産力の段階とは無関係な範疇
として示されざるをえなくなる。この考え方によって，価値理論と，現在の
生産力発展と関連した社会的諸問題の解決のために価値理論を創造的に発展
させることとが，もはや重要な問題ではないという帰結を，言外に生じざる
をえないのである。そしてこれによって，硯代資本主義の理論的解明のため
に剰余価値理論と利潤理論をさらに発展させることが，大きく阻害されるの
である。
この状況は，帝国主義理論に関する最近の文献における相対的剰余価値の
役割をみると，実にはっきりとわかる。周知のように，相対的剰余価値に
は，資本主義における生産力と生産関係の相互関係が集中的に現われてくる
のであり，このことは他方で，資本主義の衰退段階の理解にとって鍵となる
問題なのである。この枠組においては，独占利潤 (Monopolprofit) の本質
についての解明が中心的役割を果たす。独占の評価については，独占的利潤
(monopolistischer Profit)がもっぱら価値の配分 (Umverteilungvon 
Wert)からなり，したがって非独占的部門の経済的収奪から生じるもので，
労働者階級に対する価値以下の支払いから生じるものであるのか，またはそ
うではなくて，何よりもまず独占において搾取過程を通じて剰余価値とし
て，特殊的には特別剰余価値として創出されるものであるのかどうかが，重
要な問題である。
相対的剰余価値は，個別資本の特別剰余価値を通じて実現される。特別剰
(3) このことは，帝国主義理論を扱ったきわめて多くの文献にとって特徴的なこと
である。たとえば． 共著書「資本主義の政治経済学」（テキストプック）． 1980 
年，とくに独占利潤と独占価格の説明個所， 541ペー ジ以下 (Autorenkollektiv,
Politische Okonomie des Kapitalism匹 (Lehrbuch),Berlin 1980, Insbeson-
dere die Ausfiih:rungen Uber Monopolprofit und Monopolpreis, S. 451ff.)を
参照されたい。詳細はさらに本論文以下の論述をみられたい。
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余価値，したがってそれに相応した利潤が，平掏以下の労働生産性をもつ生
産者と，平均以上の労働生産性をもつ生産者との間の価値配分の結果である
のか，または，それが平均以上の，しかし例外的な生産性の結果であるのか
について，マルクス主義経済学者の間で論争がある。この論争が独占利潤の
解明にとって意義のあるものであることは，いうまでもない。両見解はとも
に，価値法則の意味における等価交換を前提にしてはいるが，独占の増殖機
構に関しては，対照的な立場をとるものとなるのである。
第1の見解によれば，独占利潤は小資本もしくは非独占的資本の利潤を犠
牲にしてのみ獲得されるので，非独占的資本の再生産は阻害されるというこ
とになる。しかしそれは，特権的資本としての独占が自己止揚する傾向をも
つということになるであろう。これに対して，第2の見解によれば，独占利
潤は独占において生産された特別剰余価値であり，それは独占の生産力発展
に対する特殊な原動力であり，他の資本の増殖を直接的に阻害するものでは
ないということになる。
特別剰余価値，あるいは特別利潤を，価値配分から結果するということを
論拠づけるために，たとえば次のような主張がなされている。「『価値修正』
は，それ故，（社会的に必要な）労働1時間が，（社会的に必要な）労働1時
間ともはや等しくないということを，決していうものではない。がしかし，
独占利潤の生産の『法則』を導き出すために，独占には，非独占よりもより
高い社会的価値生産が与えられるという場合には，まさにこのことが前提に
(4) 
なされている」と。この価値配分論では， 1商品部門のすべての生産者のす
べての労働時間が社会的必要労働として現われる。というのは，それは同生
産物のすべてについて価値を形成するからであり，同生産物すべての統一的
(4) H. ワーグナー「独占資本主義における価値法則貫徹の分析にあたっての方法
論的根本問題」「フランクフルト・アム・マイン・マルクス主義研究所． 所報」
第41号． 118,119ペー ジ。 (Wagner, H., Methodische Grundfragen zur 
Analyse der Durchsetzung des Wertgesetzes im monopolistischen Kapita-
lismus. In: IMSF, Informationsberichte,. Nr. 41, Frankfurt(Main) 1985, 
S.118/119.) 
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価値は，単に，関与したすべての生産者の時間的労働費消の平掏を計測した
ものにすぎないからである。しかしまさにここに，本質的な誤りがある。生
産物当りの平掏量としての統一的価値が，たとえば（社会的に必要な）労働
時間の2時間という場合，個々の生産者は，個別的には，生産物当り 4時間
を必要とすることもあるし， 1時間だけの場合もある。しかしこれらの個別
的労働時間は，社会的に必要なものではない。このことからすでに，生産物
当り 2時間という平掏量としての統一的価値が，生産物当りの個別的労働時
間とは，完全に別の構造をもって対応しうることがわかる。すべての生産者
が個別的に 2時間で生産しうることがありうるが，このことによって価値量
にはなんら変化は生じない。すなわち，生産物当りの個別的労働時間はさま
ざまな度合の生産性の結果生み出されたものである。これはしかし，社会的
に必要なものではない。というのは，価値量同一ということは，生産性度合
のばらつきが異なる場合でも生じうるからである。もちろん必要なものは，
すべての生産者の生産物量である。しかしそれは，商品量の全価値について
まさに，この商品量の使用価値が社会的欲望を充足することが前提なのであ
(5) 
る。しかしこのことから，その生産物が1個当り一方の生産者においては無
条件に4時間で生産されるし，他の生産者においては1時間で生産されねば
ならないということは，必ずしも必要ではない。社会的に必要なのは，双方
の場合ともに2時間であり，これが価値を規定するのであって，それが4時
間の個別的労働時間で実硯されるのか， 1時間の個別的労働時間で実硯され
るかは，問わないのである。事実，配分論によれば，怠惰なあるいは非熟練
な生産者が最大の価値を生産するが，それを勤勉な生産者が勤勉さの故をも
(6) 
って自己のものにするという結論になる。
(5) ここにおいて，社会的価値としての価値量規定が資本の生産過程のレベルに属
すものであることは，明らかである。商品の総計量の真の価値量は，使用価値と
社会的欲望との対決を必要とするが，このことはしかし，資本主義的再生産の総
過程というレベルにおいてはじめて生じるものであり，それ故それは，「資本論」
第3巻の対象である。
(6) ・K. マルクス「資本論」第1巻，邦訳マルクス・エンゲルス全集第23巻第1分
冊，大月書店， 1965年， 53ペー ジ。 (Marx, K., Das Kapital, Erster Band, 
In : Marx/ Engels: Werke, Bd. 23, S. 53.) 
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社会的価値と個別的価値の差としての特別剰余価値が，配分として生じる
ものでないとするならば，特別剰余価値を実硯する資本は，特別剰余価値を
生産するものでもあるということでなくてはならない。この生産は，労働生
産性の向上によって行われる。これにより上記の差は生じるのであるが，必
要労働時間が剰余労働時間増加により縮小することによって，そうなるので
ある。しかしこの関係の変化は，労働力の価値低下という方法で可能である
のではない。というのは，労働力の価値は，個別資本が影響の与えることので
きない社会的な高さのものであるからである。しかし個別資本はこの関係を
ば，可変資本の量の縮減によって，すなわち支払労働の解放によって変化さ
せることができる。同一の生産量が，減少した可変資本によって生産される，
もしくは，同一の可変資本量でより多くの生産物量が生産されることになる。
個別的価値と社会的価値の差異の基礎には，常に労働の節約がある。この
ことはしかし，剰余労働時間の節約ではありえない。というのは，そうなら
ば剰余価値は縮小し，資本家は特別剰余価値をもって，単に剰余価値消失分
を相殺するのみであるからである。この差異はそれ故，可変資本の節約から
生じる場合にのみ，特別剰余価値を示しうるにすぎない。換言すれば，特別
剰余価値は，節約された可変資本の転化した形態なのである。
可変資本の節約，すなわち必要労働時間の節約によって，剰余労働時間も
節約されることはいうまでもない。生きた労働の減少は，かように，可変資
本の量の減少よりも常に大きいのである。しかし剰余労働時間の縮減は，社
会的価値と個別的価値の差異を構成するものではなくて，その個別資本が社
会的価値の低下に寄与したことを，すなわち，最初は高かった社会的価値が
現在の社会的価値に移行したことへその個別資本が貢献したことを，示すも
のである。この新しい価値量のみが個別的価値にとって，したがって特別剰
余価値にとって，関連する土台をなすのである。
可変資本の節約による特別剰余価値の獲得は，社会的価値を規定する生産
条件と対比した節約に，常に関連している。社会的価値規定的生産条件から.................. 
これが個別的に乖離していること，その生産性が価値量規定的水準の生産性
独占資本主義における生産力発展と相対的剰余価値の関連について
（ハインツ・パラジェニンクス，ヘルマン・ジモン） （71)71 
? ?? ?•は? ?? ?? ??
，?? ュ
? ?
?
•し•な•し? ?? ?? ?•さ•き? ?． ??? ?? ?? ??
，?? ?
? ?? ???•し?•し?? ?? ??? ?
しない労働，それが常に問題である。
この個別資本では，労働量が価値量規定的条件よりも，少ない。この少な
い労働量が，価値量規定的条件のもとにある等しい労働量よりも，より大き
(7) 
な価値を，それ故より大きな特別剰余価値を創出するのである。
社会的価値が個別的価値から得られる計測上の平均量をなす限りにおいて
は，特別剰余価値が，平絢以下で生産している資本から平絢以上で生産して
いる資本への価値の配分であるかのごとき誤った外観を生むのである。しか
し特別剰余価値が分配過程の結果であるのは，生産条件の間での労働と資本
の配分がその基礎にある限りにおいてにすぎない。
そのような生産性差異の決定的土台をなすのは，不変資本であるが，それ
は価値としての不変資本ではなくて，使用価値としての不変資本である。労
働生産性の向上はまずもって，具体的な生きた労働を，生産手段の使用価値
的作用におきかえることを意味する。
これに対して，特別剰余価値の転化した形態としての特別利潤には，不変
資本の使用価値一価値ー動態 (Gebrauchswert-Wert-Dynamik) も包含さ
れているので，不変資本の価値における節約は，特別利澗が特別剰余価値か
ら量的に乖離することをもたらす。
現代資本主義の真の原動力の分析にとって，文献の中で広く普及している
配分論の克服が不可欠であると考える。特別利潤の本質に開する論争におい
ては，他の重要な側面が完全に後方に退いているということがもちろんあ
る。それは，特別剰余価値もしくは特別利潤の生産が，独占資本主義の高度
に社会化された生産力の条件下においてそもそもまだ可能であろうか，とい
う問題である。このことで考えられているのは，次の状況である。それは，
(7) 「例外的に生産力の高い労働は， 何乗かされた労働として作用する。すなわ
ち，同じ時間で同種の社会的平均労働よりも高い価値をつくりだす。」（マルクス
「資本論」前掲書418-419ペー ジ。 Marx,Das Kapital, MEW, Bd. 23, S. 
337.) 
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今日の条件のもとでは，本質的に重要な生産物部門では，商品の圧倒的部分
が，高度に集積された大資本によって，平均以上の労働生産性をもって生産
されている，ということである。このため，個々の商品の社会的価値は，
これらの生産者によって大きく規定される。実際上これら生産者の個別的価
値は，社会的価値と同ーである。しかしこうした状況のもとにおいては，特
別剰余価値は重要なものではなくなるか，あるいは完全に消えさることにな
ってしまう。この事実が次のような形で概観されている。「………独占は常
に生産と資本の高度な集積の段階を基礎においているから，独占企業は当該
商品の生産において決定的割合を有していることが出発点となるが，こうし
た前提のもとにおいては，独占企業の生産条件が当該商品の社会的価値の形
成に決定的影響を与えるものと解される。……独占企業は……一般にはその
部門で乎均以上の労働生産性を有する。••…•それで，独占企業はその個別的
(8) 
労働費消以上の価値を実現する。」
個別的価値と社会的価値とがすごく近づくならば，特別剰余価値は発生す
るのではなく，かえって消滅する。このことは，上記文献における特別剰余
価値についての説明からうかがえるが，同書では，特別剰余価値の一時的な
(9) 
過渡期的な性格が強調されている。特別利潤の解明における理論的難点は，
(10) 
この一時性が独占資本的に安定した形態と説明が変えられることによって，
なくなるものではない。というのは，何も存在しないところでは，何も安定
することがないからである。
上で引用した見解には， 1つの論理的な短絡が基礎にある。それは，前世
紀の小規模で分散して自由競争をしていた個別資本のうちで短期的に生産性
を平均水準より向上させた資本と，独占資本とを等置するという短絡である。
独占資本のもとで行われている労働は，確かに平均以上の生産性をもった労
(8) 共著書「資本主義の政治経済学」（テキストプック）， 1980年， 452-454ペー
ジ。 (Autorenkollektiv,Politische Okonomie des Kapitalismus (Lehrbuch), 
Berlin 1980, S. 452-454．) 
(9) 前掲書140ページ参照。 (Vgl.Ebenda, S.140.) 
(10) 前掲書453ページ参照。 (Vgl. Ebenda, S. 453.) 
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働であるが，しかしそれは，自由競争の表硯としての平均水準に対していえ
ば，例外的な生産性をもった労働ではない。 なぜならば， 資本主義的独占
は，社会的総資本の中で本質的な部分，増大しつつある部分を占め，商品量
の決定的部分を生産するものであって，その全体において，すぺてに浸透し
すべてを支配する生産関係をなすものであるからである。
かくて，もし独占資本が実際において自由競争下にある個別資本と同様に
商品の社会的価値を規定するとするならば，生産力発展の拍車としての特別
剰余価値と特別利潤，したがって剰余価値増大がそもそも，とうに消減して
しまっていたであろう。この問題の解決の鍵は，価値量規定のこの完全に一
面的な解釈を克服するところにある。価値量をば平均量として，生産条件の
差異にもとづき個別的価値からのみ導き出すことによって，価値関係の再生
産的関係が引き裂かされるのである。
実際にはしかし，価値量規定は 2つの側面を含むのである。価値量は社会
的労働時間によって規定されるが，社会的労働時間は，一方では，平掏的生
産条件のもとでの商品の生産に必要なものであるとともに，他方では，需要
充足に必要な当該商品量の生産に必要なものである。この両側面のからみ合
いは， 1つの商品量の価値が簡単に個別的価値の総量であるのではないこと
を意味する。個別的労働に代表される労働は，それが総計されることによっ
て社会的労働となるのではない。 それは単に私的労働の総計にすぎない。
（これも上記の配分論に導く誤れる出発点である。）それを社会的労働として
承隠すること，すなわちその真なる総計は，その労働によって生産された使
用価値量が，市場に凝集された社会的欲望と対決するなかでのみ行われるの
であって，全体労働はその比例的量に分割される。これを通じて，個々の商
(11) 
品の価値量は市場価値の形態をとるのである。
価値量規定の第2の側面が影響することによって，市場価値としての価値
(11) マルクス「資本論」第3巻，前掲書第25巻第1分冊2町ー233,241-246，とく
に第2分冊820ー 822ページ参照。 (Vgl. Marx, Das Kapital, Dritter Band, 
In: Marr/Engels: Werke, Bd. 25, S.190-194, S. 202-205, insbes. S. 648/ 
649.) 
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量は，相対的な過剰生産あるいは過少生産の場合には，計測上の平掏から乖
離する。原則としては，いかなる生産性度合の労働も，市場価値を規制する
ことができる。そして前世紀の資本主義では，この可能性は，価値量を必ず
や中位の生産条件を通じて計測上の平均へくり返し回帰させるところの基礎
的傾向によって，支配されていた。この傾向は，資本の自由競争という均等
化過程の中に存していたが，それは，それに照応した生産力水準の表現であ
った。
自由競争は，資本襲係 (Beziehungdes Kapitals) としての産業資本の
形成とともに，自立したものへと発展し，そのなかで歴史的飛耀局面を展開
した。ここで特徴的なことは，何よりも社会的総資本が多くの個々の個別資
本に分散し，そのどの1つもが決定的影響を及ぼすものではなかったことで
ある。このことによって，投資分野の中において，かつ投資分野の間におい
ても，すべての個別資本が自由に移動することが，そして，より有利な生産
条件と増殖条件を求めて摩擦なく移動することが可能であった。この移動に
おいて，一方では，剰余価値の生産と実現についての機会の平等が実現され
るとともに，他方では，この機会平等を利用できない場合には容易に破減す
る可能性があった。
自由競争の形態での資本移動は，生産力の一定の発展水準と結びついてい
たが，それは次のメルクマールによってとくに特徴づけられるものであっ
た。最も重要な生産部門の資本主義化によって，手工業的労働・マニュファ
クチュア的労働が解体されたこと，工業で特徴的なタイプの経営内およぴ経
営間分業の形成，資本主義的土台の上にたつ国内市場の変革と世界市場の最
終的形成などである。生産力発展のこの局面は，すべての個別資本がすべて
の再生産可能な資瀕へ，そして多く非再生産的な資源へ，および生産と市場
のあるところへ，相対的に制約なしに参入することを保障した。機械的生産
の技術的工学的水準と自然科学の段階とが，すべての資本に対して等しく科
学的駆識の応用利用を可能にしたのである。
ここで略述されただけの生産力の社会化の度合は，資本がますます有利な
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生産条件へ，より高い生産性の段階へ摩擦なく移行することをもたらした。
これによって，生産される商品量を生産条件に応じて正常に配分することへ
の絶えざるドライプが存在していた。この正常配分のもとでは，中位の条件
のものが極端のものを同時に埋め合わせる形で支配するものとなることは，
理解されうるところであり，そこでこの中位のものが価値量を規制する。自
由競争のこの均等化過程は，計測上の平均としての価値量の不可欠な基礎を
形成する。（これそのものが， 他方では平均利潤率の形態における剰余価値
の分配的均等化過程の土台である。）この平均形成は， 中位の競争水準を具
現するという自由競争の表現である，といってもいいのである。
競争の自由の展開のなかで，生産と資本の集積と集中の過程が進行した。
資本は，自ら生産力を革命的に発展させることによって，高度集積的な大資
本を勃興させたが，これが，その投資分野における比重の大きさにより，社
会的価値にますます大きな影響を与えるものとなった。これによって特別剰
余価値ないしは特別利潤を獲得する可能性は，ますます小さくなり，かくし
てこれらの資本の増殖条件は悪化した。資本集積は逆行できない過程である
から，この矛盾は，これら資本の独占資本形態への転化とともに，新しい運
動形態を見出した。生産力の社会化によって堀りくずされた自由競争は，独
占およぴ独占的競争に転化する。すなわち特権ある資本と特権の少ないもし
くは特権のない資本との間の関係というものにであるが，この関係の中で，
今や独占は歴史的な発展過程を遂行する。「競争の独占へのこのような転化
は，最新の資本主義経済におけるもっとも重要な現象の1つ―fことえもっ
(12) 
とも重要な硯象ではないとしても一ーである。」
この新しい条件のもとでは，より有利な生産条件・増殖条件を求めて摩擦
なく移動する可能性という，上記で説明した意味における資本の機会の平等
は，もはや存在しない。かくて，生産条件のいかんに基づく商品量の正常配
(12). w. I.レーニン「資本主義の最高の段階としての帝国主義」邦訳レーニン全集
第2硝g，大月書店， 1956年， 227ペー ジ。 (Lenin, W. I., Der Imperialismus 
als hochstes Stadium des Kapitalismus. In: Werke, Bd. 22, S. 201/202.) 
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分もまた，平均以上の生産性度合をもつもの一ーそれは資本集積度の高度の
ものでもある一ーを有利とする別の種類の配分によって，おきかえられたの
である。統計数字で表面的にみただけでも，最も重要ないくつかの生産部門
では，今世紀の初頭以来，中位生産者の支配性はなくなっていることがわか
る。
社会的総資本の再生産，したがって資本主義の体制維持は，今や，独占資
本が生産関係として，すなわちその全体において，つまり全体資本と全労働
者階級との開係において，再生産されつづけることに依存するようになって
いる。このことは，平均以下の労働生産性と資本効率をもって生産活動をす
る生産者たちの経済的安定を含んでいる。これら生産者たちの個別的労働時
間が社会的必要労働時間として承駆されるから，かれらは，再生産可能性を
確保するだけの大きさの価値を創出する。換言すれば，この商品の社会的価
値は，もはや中位の条件によって規制されるのではなくて，それ以下にある
条件によって規制されるのであり，これは，自由競争水準が独占的競争水準
によっておきかえられたことの表硯である。
価値量規定のこの変化によってはじめて，平掏以上の生産性をもってその
商品種類の決定的部分を生産する高度集積的資本にとっても，特別剰余価値
ないしは特別利澗の実現が可能になり，かくて独占資本としての資本の経済
的実現が可能になる。それは，自由競争におけると同様に，価値と個別的価
値との差異ではある。しかしここには， 資本の資本に対する支配関係があ
り，独占の個別的価値はその一方の極をなすものである。他の極をなすの
は，資本増殖の下限にあるより高い個別的価値で，これがこの生産関係にお
いては価値量を規定する。
この関連の客観的基礎は，生産力の質的に新しい社会化の水準にあるが，
これが独占資本の存在を法則的に可能にしている。
機械工業の生成と普及，それと結ぴついた特別剰余価値の追求は，すべて
の投資分野における資本の生産条件をば，その労働の生産性度合の相速によ
るクラスとして絶えず多様化する結果をもたらした。この生産性度合は，不
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変資本の役割の向上とその経済化の向上とともに，資本の増殖の度合の異な
ったクラスヘと拡大する。工場システムを特徴づけるものである。しかし資
本の蓄積と集積により，これらの多様化は今や，生産の集積度の遣いという
刻印をもつものとなった。これによって，資本の増殖度合がまず第一に生産
過程・流通過程の単純な要因に依存するということは，もはやなくなる。前
面に硯われるのは，今や，資本量に対する依存関係であり，全体社会的な再
生産的なからみ合いにおけるその位置である。
工業的基礎の上にたつ生産力発展は，国民的枠のもとにあるとともにます
ます世界的に張りめぐらされるところの物的技術的土台の存在を包含する。
その際，集積度の相遮はこの土台の特殊な構造—それは自然物との一定の
噛み合わせを含むが一ーを反映するものであるが，それにはとりわけ次のも
のが属す。すなわち，労働手段の構造的分業的にからみ合ったシステム，労
働力の状態，開発された物的資源の状態（新資源の知識と開発の状態），研
究開発力の状態，自然環境との交互作用を含む生産と消費の領域と立地の状
態，運輸と通信の経路の状態など。
資本の生産条件のこの相遮は，かくて生産能力の相遮という形をとるが，
これは均等化されるのが困難であり，均等化は長期的にのみ可能であって，
資本としての生産力の全体制における再生産可能性は，独占資本の形態にお
(13) 
いてのみ可能である。平均以下の再生産条件によって価値量が規制されるこ
とは，結局はかように，生産力の社会化水準から生じることである。という
のは，生産力の全体制における再生産が社会的需要の充足のために必要な生
産能力が，平掏以下の条件の内部にあるからである。（故に，価値量規定の
第2の側面が特別な意義をもつのである。）
資本の自由競争を堀りくずし，それとともに主体的要素が経済の中で局部
化することを堀りくずしたその同じ原因が，問題なのである。独占資本にと
っては，マルクスが貸付資本と信用制度について確認したことが，はるかに
(13) 筆者たちは，生産力の社会化のここで論究している側面を専門用語上把握する
ために，論述概念として生産能力の概念を用いているものである。
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高い度合で妥当するのである。すなわち「これは，資本主義的生産様式その
もののなかでの資本主義的生産様式の廃止であり，したがってまた自分自身
を解消する矛盾であって，この矛盾は，一見明らかに，新たな生産形態への
(14) 
単なる過渡点として硯われるのである。」
この仕方において，独占資本は生産力の社会的運動形態であり，それは国
家の経済的過程への統合を必然的なものとするのである。
独占利潤の本質的要素としての独占的特別利潤は，生産力の社会化の必然
的な結果であり，それは，高度集積した資本が特別剰余価値を特別利潤とし
てそもそも実硯しうる唯一の形態である。それは一たとえ常に喪失の危険
をともなうものであるとはいえー一相対的に長期に安定したものであること
によって，自由競争における特別剰余価値とは区別される。相対的剰余価値
は，今や，独占のすでに安定的な特別利潤の増加によって主として実硯され
るものとなる。ここに，この利潤増加が再び安定した利潤に転化する客観的
傾向が存在する。かように独占資本は，短期的に極大な利潤を獲得するばか
りではなく（資本がこのための機会をも全く利用しないならば，資本として
の性質にもちろん矛盾するであろう），高額な長期的に安定した利澗を獲得
する傾向を生み出す。かくて独占利潤は，生産力の発展と特徴づけのための
独自の原動力としての効果を発揮するのである。
独占的特別利澗の作用のもとでは，相対的剰余価値は，相互にからみ合っ
た生産能力の建設と充実によって発展するが，生産能力は，その効率につい
てはますます均等化が困難である。これによって独占利潤は，生産の社会化
を刺激するが，それに必然的な全社会的にそれをコントロールすることは，
歴史的に時機が全く成熟している。
生産能力の高度の効率は，構造を規定する鍵となる生産物と鍵となる製造
方法との関連においても，確保されるぺきものである。多くの理由から―
歴史的に考えて―この発展の出発点であったのは，鍵となる生産物であっ
(14) マルクス「資本論」第3巻前掲書第25巻第1分冊， 559ペー ジ。 (Marx,Das 
Kapital, Dritter Band, In: Marz/Engels: Werke, Bd. 25, S.454.) 
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た。これが，その供給者とは異なって最終生産物の形成をもたらしたが，こ
のことは20世紀の後半において遂行された。生産物の多様化と代替化の促進
の過程，古い生産物の新しい生産物による代替の促進の過程等々が，これと
結びついている。この基礎のうえに，独占利潤は，完全に相互にからみ合っ
た生産物複合休の拡大再生産のために生産方法の職務価値の高度化をば，同
時に刺激するのである。
独占化された生産能力はまさに，鍵となる製造技術として多くの生産物種
類を同時に変革するそのような生産方法をもって，ますます運転されるにち
がいない。さらに独占的資本増殖は，生産能力のうちの不変資本，とくに固
定資本の割合の高度化と増大化を考慮して，弾力性の強化を要求するが，そ
れは，オートメーション化という基本方向に表現されている。
自由競争の資本主義においても，相対的剰余価値の生産は，労働の社会的
生産力の向上によってのみ行われることができた。それは社会的再生産の集
約化ということではあったが，しかしこの集約化は，社会的再生産が全休と
しては外延的性格のものであったことを変えることができなかった。独占的
特別利潤を通るところの相対的剰余価値の生産は，もともと再生産過程にお
ける質的要素の割合が増加し，すぐれて集約的な拡大再生産の物的基礎とし
ての多様で独占的な生産能力を逆に生み出すものである。これによって生産
カの資本主義的運動形態におけるすべての敵対性もまた増大する。たとえ
ば，人間存在の危険を含むところの高度の軍備化や社会的富の2つの源泉で
ある労働と自然をむしばむことなどのように，生産的力を破壊的力に転化す
ることである。
社会主義のみがこの敵対性なしに，科学技術革命をその経済的効果をもっ
て社会的進歩に役立たせる可能性をもつ。その場合，相対的剰余価値の問題
について理論的解明をさらにすすめることは，社会主義的再生産の研究の深
化のためにも重要な基礎を与えるのである。
（本稿は昭和63年度関西大学学部共同研究費による研究成果の一部である）
